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日本労働者民衆の反戦闘争を支持します

今、地球全体で帝国主義戦争が続いています。帝国主義と資本主義の戦争で罪のない人民が命を失い、生活

基盤から離れて難民としてさまよっています。戦争は破壊であり、殺傷です。戦争は人類の平和と未来を遮ります。

現在の状況がたとえ局地戦だとしても、いつでも全面的な世界戦争へ飛び火する可能性をもっています。今後広

がる世界戦争は、1世紀前の第 1次世界大戦や 70年余り前の第 2次世界大戦とは比較できない災禍を招くでし

ょう。

中東で行われている戦争は帝国主義侵略戦争です。オバマが表面的には謝りましたが、負傷した人々を治療

する「国境なき医師団」までもが米軍の空襲に遭い、犠牲になりました。子ども・女性・老人など弱い立場の人だけ

でなく、従軍記者の犠牲も増えています。しばらく前にシリアの子どもの難民クルディの死骸が発見された後、戦争

難民を受け入れる問題をめぐる人道主義的論争が国際的に大きく起こりました。しかし、難民発生の根本原因であ

る帝国主義/資本主義侵略戦争からは目を背けているのが現実です。

朝鮮半島を中心とする北東アジア地域の軍事的緊張は最高潮に達しています。安倍政権は、日本労働者民衆

の反対にもかかわらず、自民・公明党を前面に出して安保法(戦争法)を通過・成立させました。日米同盟を強化し

ようとする日米帝国主義勢力としては、必ず越えなければならない第一関門といえるでしょう。今や日本は、同盟軍

の有事の際に自衛隊を派兵できる道を開きました。安倍政権は、安保法を通過させる理由の一つとして、海外に

進出した日本の資本を守るために自衛隊が地球の反対側にまで行くことができると公言してきました。しかし、重要

なのは、米国の世界侵略戦争に同盟軍として派兵することを宣言したということです。

自国の軍事作戦権も米国に全的に預けたまま米韓同盟の下位パートナーの位置にある韓国の総理は、安倍政

権の安保法通過に応えるように、自衛隊の韓国入国を許容するかもしれないという立場を明らかにしました。確か

に国会議員の国政質問に対する答弁という形式ではありましたが、大統領に代わって国会の公開の席上で行った

発言ですから、個人の意見では当然ありえません。韓国政府が自衛隊の入国に反対したいと言ったとしても、有事

の際の軍隊の作戦や移動の権限は米韓連合軍司令部、すなわち米国にありますから、米国が日米同盟という構

造の中で自衛隊の朝鮮半島進入を許容する場合、止められないのではないかという立場の表明だったと思います。

従って、朝鮮半島をめぐる軍事的な緊張と対立の一つの軸である日米韓 3 ヶ国は、それぞれ米韓同盟であれ日

米同盟であれ、分離しているのではなく、実質的に日米韓同盟としてまとめ上げられているといえます。このために

法と制度をさらに強化しています。日本の安倍政権の安保法強行通過もまた、米帝国主義の東アジアにおける支

配と侵略の構図の中で進んでいるプログラムです。朴槿恵（パク・クネ）と安倍は、日本軍慰安婦問題さえ避けられ

るなら、いつでも米国の主導の下に朝鮮民主主義人民共和国の核脅威に共同対処するという名分を掲げて両国

の首脳会談を持つでしょう。しかし、これはまた、米国の対中国包囲戦略としてある日米同盟を強化する契機にな

るでしょう。

韓国の民主労働運動の内部では、こうした構図に対する理解が足りないあまり、オバマが米国の労働者に「労組

を作れ」と言ったという話を聞いて、韓国の朴槿恵および与党のセヌリ党と比較するポスターを作るというハプニン

グが起こっています。現在の韓国で行われている「労働改悪」が帝国主義と新自由主義的資本主義の侵略と略奪

の一環だという点を見過ごしているといえます。労働運動の幅が狭まり、度を過ぎた労働組合主義に陥っているの

ではないかと心配です。しかし、私たちは、韓国労働運動の歴史と底力を信じて、労働運動を再び盛り上げるため

に頑張っています。

安倍政権が安保法を通過させる過程で繰り広げられた日本の戦争法反対闘争は、1960～70 年代の安保闘争

を見るようで、非常に印象深いものでした。数十年間沈滞していた日本の運動が蘇っているのを見て非常に感動し

ました。1987 年の労働者大闘争以降 30 年間余り高揚していた韓国の運動が弱まっている現時点で、これを回復

する上でよい刺激になるはずです。帝国主義と資本主義というグローバルな支配体制に対抗する闘争は一回性で

は成功できません。絶えず持続して展開しなければなりません。韓国語に「小雨で下着が濡れる」（塵も積もれば山

となる）という諺があります。小さい実践でも粘り強く行っていかなければなりません。日本で聞いた話ですが、ある

労働組合が「決して負けない」と言っていました。そうです。私たち労働者民衆は帝国主義と資本主義に決して負

けられません。戦争反対、生存・平和のための日本の仲間たちの反戦闘争を積極的に支持します。
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